





































                                                  


































































































































































































































































































































































































































































































                                                                                                                                          
361970年代半ばころから脳性麻痺者本人の立場によって、批判がなされていく。障害者運動を
先導した日本脳性マヒ者協会「青い芝の会」の初代会長・横塚晃一は、障害のある子どもを殺
害する事件を起こした親を引き合いに出していた（横塚晃一・立岩真也『母よ！殺すな』生活
書院、1975年、p.31）。 
37東京都町田市には1970年代半ばに社会教育行政の下で障害者青年学級が誕生している。1970
年代半ばといえば、日本は二度オイルショックを経験し、高度経済成長期から低成長期へと突
入していった時代でもあった。知的障害者の多くは高度経済成長以前には家内工業的な職場で
働いていることが多かったが、こうした職場は、経済成長の波に飲み込まれていくなかで次第
に姿を消していった。そのようななかで「青少年の非行化が騒がれ、知的障害のある青年は、
非行グループに巻き込まれることが起きていた。卒業後、劣悪な労働環境で働くことを強いら
れていた青年の多くが行き場を失い、非行に走っていた」という（黒沢惟昭・森山沾一『生涯
学習時代の人権』明石書店、1995年、p.319）。このような時代背景のもとで、知的障害者の親
の会や教員たちは、障害者のための青年学級の開設を社会教育行政に求めていった。障害者青
年学級はもともと東京の青鳥養護学校で行われた「夜学」に起源があったが、社会教育行政に
移管される過程で、次第に障害のある青年たちの仲間づくりや自己表現を実現する場となり、
経済的な自立に留まらない広義での「自立」を図るものになっていったと考えられる（詳しく
は井口啓太郎・橋田慈子「障害者の社会教育実践の展開」『大都市・東京の社会教育―歴史と現
在―』エイデル研究所、2016年にある）。 
